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メールアドレス：kangoshi03＠outlook.jp やなぎ携帯：090－1508－7120

無料法律相談 ９月10日（火）10月8日（火）
相談時間は一人30分 相談を希望される方は事前予約が必要です。
場所・時間は予約時にお知らせします
市役所共産党控室か、やなぎ美智子にご連絡ください。

電話：047－334－1111（内線 18220）

憲
法
９
条
を
生
か
し
て

戦
争
を
起
こ
さ
な
い
平
和
外
交
を

終
戦
記
念
日
宣
伝

日
本
共
産
党
市
川
市
議
団
は
、

市
川
駅
、
本
八
幡
駅
、
行
徳
駅
で

終
戦
記
念
日
宣
伝
を
行
い
ま
し
た
。

４
人
の
市
議
会
議
員
が
マ
イ
ク
リ

レ
ー
し
、
駆
け
つ
け
た
３
０
名
を

超
え
る
地
元
の
後
援
会
の
皆
さ
ん

と
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
日
曜
版
を
見
本

紙
と
し
て
配
布
し
ま
し
た
。

１
９
４
５
年
８
月
１
５
日
、
日

本
は
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を
受
諾
し
て
、

連
合
国
に
降
伏
し
ま
し
た
。
１
５

年
間
に
わ
た
る
戦
争
で
は
、
国
内

で
３
１
０
万
人
以
上
、
ア
ジ
ア
諸

国
で
２
０
０
０
万
人
以
上
の
犠
牲

を
出
し
ま
し
た
。
ふ
た
た
び
侵
略

戦
争
の
過
ち
を
繰
り
返
さ
な
い
と

憲
法
で
不
戦
の
誓
い
を
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
不
戦
の
誓
い
を

破
り
、
戦
争
へ
の
道
を
突
き
進
む

勢
力
と
、
軍
需
産
業
の
結
び
つ
き

が
強
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。
戦
争

す
る
た
め
の
軍
事
費
を
２
倍
化
、

５
年
間
で
４
３
兆
円
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比

２
％
ま
で
増
や
し
、
国
産
戦
闘
機

や
ミ
サ
イ
ル
の
研
究
開
発
が
進
め

ら
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

日
本
共
産
党
は
、
軍
拡
を
許
さ

ず
、
憲
法
を
生
か
し
た
平
和
外
交

を
求
め
て
力
を
尽
く
し
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
下
総
中
山
駅
南
口
（
６
段
の
急
な
階
段
）

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
早
く

Ｊ
Ｒ
千
葉
支
社
に
５
３
０
人
分
の
署
名
を
提
出

8月15日

８
月
２
日
、
「
Ｊ
Ｒ
下
総
中
山
駅
南
口
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
早
期
実
現
を
め
ざ
す
会
」
は
Ｊ
Ｒ
千
葉
支
社
に
署
名
を

提
出
し
、
利
用
者
の
切
実
な
声
を
届
け
ま
し
た
。
国
土
交

通
省
の
複
数
カ
所
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
義
務
付
け
対
象
は

一
日
の
利
用
者
が
１
０
万
人
以
上
の
駅
と
し
て
い
ま
す
。

下
総
中
山
駅
の
一
日
の
利
用
は
約
４
万
人
で
す
が
、
南
北

を
結
ぶ
通
路
と
し
て
利
用
す
る
市
民
に
と
っ
て
も
、
南
口

の
急
な
階
段
の
解
消
を
求
め
る
声
は
切
実
で
す
。

現
在
、
北
口
で
建
設
中
の
医
療
ビ
ル
は
今
秋
に
開
業
予

定
、
身
体
に
ハ
ン
デ
ィ
を
持
つ
人
の
利
用
が
増
え
ま
す
。

心
臓
や
腰
な
ど
に
疾
患
が
あ
る
人
、
ベ
ビ
ー
カ
ー
や
杖
の

利
用
者
に
、
優
し
い
駅
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
訴
え
ま
し
た
。

（
上
の
写
真

右
か
ら
４
人
目
浅
野
ふ
み
子
県
議

そ
の
横
や
な
ぎ
）

日
本
共
産
党
小
池
晃
書
記
局
長
の
終
戦
記
念
日
談
話
（
冒
頭
）

日
本
軍
国
主
義
に
よ
る
植
民
地
支
配
と
侵
略
戦
争
の
犠
牲
と
な
ら

れ
た
内
外
の
方
々
に
深
い
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。
日
本
共
産
党
は
、

憲
法
前
文
に
記
さ
れ
た
、
政
府
の
行
為
に
よ
っ
て
再
び
戦
争
の
惨
禍

を
起
こ
し
て
は
な
ら
な
い
、
と
い
う
不
戦
の
誓
い
を
新
た
に
し
ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
、
岸
田
自
公
政
権
に
よ
る
日
本
を
再
び
「
戦
争
す
る

国
」
に
す
る
危
険
な
暴
走
を
や
め
さ
せ
る
た
め
に
、
平
和
を
願
う
す

べ
て
の
方
々
と
力
を
合
わ
せ
る
決
意
を
表
明
し
ま
す
。

市
川
市
が
「
核
兵

器
廃
絶
平
和
都
市
宣

言
」
を
行
っ
て
か
ら

今
年
で
４
０
年
に
な

り
ま
す
。

宣
言
で
「
市
川
市

民
は
、
生
命
の
尊
厳

を
深
く
認
識
し
、
非

核
三
原
則
が
完
全
に

実
施
さ
れ
る
こ
と
を

願
い
、
い
か
な
る
国

の
い
か
な
る
核
兵
器

に
対
し
て
も
、
そ
の

核
廃
絶
と
軍
縮
を
」

と
訴
え
て
い
ま
す
。

行徳駅前やなぎ



地域から変える
生活保護をあたりまえの権利に
物価や社会保険料の高騰で生活に困窮する人が増え、生活保護の役割が高まる中、いまだ

にその利用には高いハードルがあります。一方、心ある地方議員や自治体職員の方々によって、地域から一歩ずつ

生活保護行政を改善するとりくみも広がってきています。最新の情報を共有し、地域から生活保護をあたりまえの

権利にしていくための研修会です。（研修会の案内文より）

８
月
２
３
日
、
大
阪
市
内
で
開

催
さ
れ
た
研
修
会
に
、
共
産
党
市

川
市
議
団
４
人
で
参
加
し
ま
し
た
。

全
国
各
地
の
議
員
、
研
究
者
、

自
治
体
職
員
、
弁
護
士
、
市
民
運

動
関
係
者
が
参
加
し
ま
し
た
。

吉
永
純
花
園
大
学
教
授
が
「
一

部
の
逆
流
を
乗
り
越
え
、
生
活
保

護
を
あ
た
り
ま
え
の
権
利
に
！
」

と
基
調
報
告
し
ま
し
た
。
吉
永
教

授
は
「
生
活
扶
助
金
額
が
減
額
さ

れ
た
ま
ま
、
物
価
高
や
酷
暑
の
中

で
、
生
活
保
護
世
帯
の
生
活
は
厳

し
さ
を
増
す
ば
か
り
で
す
。
議
員

は
、
自
治
体
生
活
行
政
を
検
証
し

て
く
だ
さ
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

群
馬
県
桐
生
市
の
「
保
護
費
を

一
日
千
円
ず
つ
渡
し
全
額
支
給
し

な
い
」
と
の
驚
く
べ
き
実
態
報
告
、

世
田
谷
区
が
独
自
の
給
付
型
奨
学

金
制
度
（
生
活
保
護
世
帯
出
身
大

学
生
に
上
限
５
０
万
円
）
を
創
設
、

運
営
に
関
わ
っ
た
職
員
の
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

生
活
支
援
困
窮
者
支
援
の
現
場

か
ら
の
記
念
講
演
、
リ
レ
ー
報
告

と
デ
イ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
と
び
っ
し

り
と
詰
ま
っ
た
研
修
会
で
し
た
。

私
が
注
目
し
た
の
は
、
扶
養
照

会
と
議
員
の
申
請
同
行
で
す
。
私

も
市
民
か
ら
生
活
保
護
の
相
談
、

申
請
に
同
行
す
る
こ
と
が
幾
度
か

あ
り
ま
し
た
。
扶
養
照
会
で
、
精

神
的
な
苦
痛
を
受
け
た
方
の
辛
い

体
験
も
聞
き
ま
し
た
。
ケ
ー
ス
ワ
ー

カ
ー
の
訪
問
に
、
立
ち
会
っ
た
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

奈
良
県
香
芝
市
で
は
、
生
活
保

護
の
申
請
に
関
す
る
事
前
相
談
や

受
付
時
に
、
市
議
会
議
員
の
同
席

を
拒
否
す
る
対
応
が
と
ら
れ
て
き

て
い
ま
し
た
。
２
０
２
１
年
、
市

議
会
議
員
が
同
席
し
た
と
し
て
、

懲
罰
特
別
委
員
会
が
「
政
治
倫
理

条
例
違
反
で
議
会
出
席
停
止
処
分
」

と
し
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
が
、
マ

ス
コ
ミ
報
道
さ
れ
、
市
や
議
会
対

応
に
社
会
的
批
判
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。
奈
良
地
方
裁
判
所
は
処
分

を
違
法
と
し
ま
し
た
。
８
月
２
８

日
、
大
阪
高
等
裁
判
所
の
判
決
が

注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

議
会
の
あ
り
方
、
議
員
の
活
動

の
あ
り
方
が
問
わ
れ
る
事
案
で
す
。

夏
の
自
治
体
議
員
研
修
セ
ミ
ナ
ー

公
共
の
福
祉
か
ら

読
み
解
く
都
市
計
画

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
区
画
整
理
・
再
開
発
対
策
全
国
会
議
主
催

8月19日、江東区文化センターで開

催された都市計画研修セミナーに、共

産党市川市議団3人で参加しました。

羽田野憲男氏（四日市大学循環情報

学部元教授）は記念講演で「公共の福

祉と都市計画を結び付けているのが、

憲法第２９条の財産権の保障です。都

市計画は、法で定めた計画による土地

利用への公共の福祉としての介入です。

しかし、デベロッパー（土地開発事業者）

が計画を進め、自治体が裏で支援して

いるのが実態です」と指摘しました。

市川市はどうか、検証が必要です。

共産党市議団は8月、市民の生活と権利を守るため
の法律や制度、全国各地の活動を学びました。

写真左は、大阪府社会福祉会館の正面玄関前にて

写真下は、江東区文化センターの研修会議室前にて

第15回 生活保護問題議員研修会 共催：生活保護問題対策全国会議

全国公的扶助研究会


